
ハイブリッド留学の挑戦
― 真のグローバル人材育成をめざして―

テーマⅣ 長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）
工学院大学

グローバルに活躍できる真の国際人育成のため、これまでの語学習得の留学スタイルを脱却し、「まず海を渡る」ことを最優先させ、海外で暮らしながら
国際感覚や英語力を養成することを目的とした「ハイブリッド留学」プログラムを独自に開発した。
本事業は、この「ハイブリッド留学」プログラムを抜本的に改革し、留学を希望する学生が自らの学力および社会人基礎力を踏まえて、最も適切な時
期に海外に行き、主体的な共同学修経験を積むことで、より大きな飛躍をめざすとともに、全学的な教育改革を加速させるものとする。
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対応力(①)／

1.主体的な対応

観察力(②)／

2.観察

関係構築力(③)／

3.関係構築

関係構築力(③)／

4.関係維持

チーム協働力(④)／

5.チーム関係構築

チーム協働力(④)／

6.話し合い

チーム協働力(④)／

7.作業協働

チーム協働力(④)／

8.チーム成果物作成

表現力(⑤)／

9.端的に伝える

表現力(⑤)／

10.説得力をもって伝える

2019建築平均_留学後（n=39）

2019建築平均_留学前（n=39）

ハイブリッド留学（ルーブリック分析結果より）
［ハイブリッド留学で鍛える力／対応する・観察する・関係構築する・協働する・表現
する］

：期待される行動に対し、努力を要する
：期待される行動に対し、努力しようとはしている
：期待される行動が主体的にでき、常日頃からできる
：期待される行動に対し、様々な場面や環境において主体的に

行動できる。

①対応力
(自分でなんとかできる力) 主体的な対応

うまくいかないときに、他者のせいにしたり、他者が何か
やってくれることを待っていたりするだけでなく、自ら働きか
け、行動することで速やかに対応することができる

②観察力
(視て、感じる力) 観察

周囲のものを興味をもって細部にわたって観察し、何が
違うのか、なぜそうなのかを自分なりに考えて仮説をたて
ることができる

関係構築

関係維持

チーム関係構築

話し合い

作業協働

チーム成果物
作成

端的に伝える

説得力を
もって伝える

③関係構築力
(働きかけ、会話する力)

相手からの働きかけを待つのではなく、自分から働きか
け、会話のキャッチボールを行って、自分のことを知っても
らい、相手を知る努力をしながら関係を構築できる。
また、生活をする中で衝突がおきた場合、悪化した関
係を自ら修復し、よい関係を維持できる

④チーム協働力
(チームで議論し、チームで
協力しあえる力）

チームのよい雰囲気を自らつくりだし、自分の意見を積
極的に言うだけでなく、各メンバーの意見を引き出すこと
ができる。出てきたお互いの意見をたたかわせ、一人で
は考えられなかった新たな意見を生み出し、チームの意
見として皆が納得できる成果物としてとりまとめることがで
きる

⑤表現力
(わかりやすく、説得力を
もって伝える力）

考え方や価値観の違う相手、事前知識をもっていない
相手にわかりやすく、説得力をもって伝えることができる
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・コンピテンシー中分類要素（ ～ 実施 傾向分析結果より）

私立四年制大学３年（理学・工学系）（基準集団） 受験者全体 ３年希望者 ３年ハイブリッド留学者

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力

工学院大学の全く新しい留学プログラム「ハイブリッド留学」
まず海を渡る！全てをそこから始める！

日本語の講義と
フィールドワークで
理解度 ！

ホームステイ

フィールドワーク
共同体験

専門授業
（日本語）

英会話

【受験者全体】
基準集団と比較して、親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、
実践力の平均値は高い。

【３年希望者】
基準集団と比較して、親和力、協働力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、実践力の平均値は高く、
統率力、計画立案力の平均値は上回る傾向にある。

【３年ハイブリッド留学者】
基準集団と比較して、親和力、協働力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力の平均値は高く、統率力、
実践力の平均値は上回る傾向にある。 一方、計画立案力の平均値は下回る傾向にある。
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